








要約:昭和 59年 7月～61年 6月に大阪府 K市で妊娠届出時に把握した妊婦 3,478人を対象

に地域ベースの前向き調査を実施し、夫の喫煙の妊娠に及ぼす影響について検討した。 

非喫煙妊婦を対象に夫の喫煙の影響を調べると、夫が喫煙する者(Passive I 群)では夫が

喫煙しない者(None群)に比べて低出生体重の相対危険度は、全妊婦では 1.5倍、妊娠後就

労していない妊婦では 1.6 倍と、ともに有意に高かった。さらに、低出生体重に関連した

喫煙以外の要因(confounding factor)の影響を補正し、夫の喫煙の低出生体重に及ぼす独

自の影響について調べたところ、Passive I 群では None 群に比べて低出生体重の訂正相対

危険度は、全妊婦では 1.4 倍、妊娠後就労していない妊婦では 1.7 倍で、後者で有意差が

みられた。 

夫の喫煙の早産、SFD at term に及ぼす影響についても調べたが、Passive I 群では None

群に比べて早産、SFD ateam の相対危険度が全妊婦ではともに 1.2 倍、妊娠後就労してい

ない妊婦では各々1.1 倍、1.4 倍でいずれも有意の差ではなかった。 


